
アンケート調査（15-19歳・外国人）の結果について 

1 

＜15～19歳（地区の将来像）＞ 

○概ね 10～20 年後の居住区が、「水害・土砂災害を防ぐハード整備、建築物の耐震化の促進等による防災

性に優れた安全・安心なまち」になればよいと考えている割合が最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜外国人（地区の将来像）＞ 

○概ね 10～20 年後の居住区が、「子育て支援施設（幼稚園、保育所など）が近くにあるまち」になればよいと

考えている割合が最も多く、次いで「身近な生活基盤（生活道路や子どもの遊び場等）が整ったまち」が多く

なっている。 
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にぎわいのある商業地のあるまち

お店や銀行などの生活利便施設が充実したまち

住宅中心の静かで落ち着いた生活のできるまち

マンションをはじめ都会的な建物が建ち並ぶまち

身近な生活基盤（生活道路や子どもの遊び場等）が整ったまち

医療施設（個人病院など）が近くにあるまち

福祉施設（介護老人保健施設、リハビリテーション施設など）が近くにあるまち

子育て支援施設（幼稚園、保育所など）が近くにあるまち

鉄道やバスなどの公共交通の便がよいまち

緑や水辺空間のある潤いに満ちたまち

文化や歴史等を活かした個性豊かなまち

地域の発展のために、働く場と住む場が一体となったまち

水害・土砂災害を防ぐハード整備、建築物の耐震化の促進等による防災性に優

れた安全・安心なまち

その他

地区の将来像（15～19歳）

15～19歳（N＝16）
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にぎわいのある商業地のあるまち

お店や銀行などの生活利便施設が充実したまち

住宅中心の静かで落ち着いた生活のできるまち

マンションをはじめ都会的な建物が建ち並ぶまち

身近な生活基盤（生活道路や子どもの遊び場等）が整ったまち

医療施設（個人病院など）が近くにあるまち

福祉施設（介護老人保健施設、リハビリテーション施設など）が近くにあるまち

子育て支援施設（幼稚園、保育所など）が近くにあるまち

鉄道やバスなどの公共交通の便がよいまち

緑や水辺空間のある潤いに満ちたまち

文化や歴史等を活かした個性豊かなまち

地域の発展のために、働く場と住む場が一体となったまち

水害・土砂災害を防ぐハード整備、建築物の耐震化の促進等による防災性に優

れた安全・安心なまち

その他

地区の将来像（外国人）

外国人（N＝38）

※この設問の回答方式は、回答者の考えに近い選択肢を 3つまで選択する方式である 

※構成比の母数は全回答者数である 

※この設問の回答方式は、回答者の考えに近い選択肢を 3つまで選択する方式である 

※構成比の母数は全回答者数である 

資料６ 


